
④
電
気
事
業
法
改
正

電
力
自
由
化
の
進
展
に
伴
い
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定

規
模
電
気
事
業
者
）
が
登
場
し
、
電
力
そ
の
も
の

の
取
引
に
つ
い
て
も
従
来
よ
り
も
選
択
肢
が
広
が

り
ま
し
た
。

★
㈱
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
勝
田
の
設
立

㈱
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
勝
田
は
、
ボ
イ
ラ
ー
メ
ー
カ

で
あ
る
㈱
タ
ク
マ
が
九
〇
％
、
地
元
の
有
力
廃
棄

物
処
理
業
者
で
あ
る
勝
田
環
境
㈱
が
一
〇
％
出
資

し
、
平
成
十
五
年
八
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
当
初
、

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
に
お
い
て
、
勝
田
環
境
㈱

が
木
く
ず
の
再
資
源
化
施
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

㈱
タ
ク
マ
と
勝
田
環
境
㈱
と
は
６
年
前
よ
り
同
市

に
お
い
て
合
弁
で
廃
棄
物
処
理
業
を
営
む
㈱
カ
ツ

タ
を
共
同
運
営
し
て
お
り
、
ま
た
勝
田
環
境
㈱
は

地
元
で
の
信
頼
が
厚
い
企
業
で
す
。
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
も
木
く
ず
を
燃
や
す
こ
と
か
ら
煙
突

が
立
ち
、
地
元
の
理
解
な
く
し
て
建
設
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
木
く
ず
は
チ
ッ
プ
化

後
も
嵩
張
る
も
の
で
あ
り
、
利
用
施
設
に
極
力
近

い
こ
と
が
、
運
搬
費
用
の
低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
勝
田
環
境
㈱
の
施
設
に
隣
接
す
る
形

で
ひ
た
ち
な
か
市
に
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
第
七
回
は
、「
株
式
会
社
タ
ク

マ
」
か
ら
関
東
地
域
で
初
め
て
の
木
質
チ
ッ

プ
の
み
に
よ
る
大
規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

★
は
じ
め
に

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
す
な
わ
ち
木
く
ず
チ
ッ
プ
・

ペ
レ
ッ
ト
等
は
、
発
熱
量
が
高
く
、
ま
た
酸
性
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
る
硫
黄
、
塩
素
の
含
有
量
が
少
な

く
、
従
来
よ
り
ボ
イ
ラ
―
の
燃
料
等
で
有
効
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
地
球
温
暖
化
か
ら
二
酸

化
炭
素
排
出
量
削
減
と
い
う
新
た
な
問
題
に
も
直

面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
解
決
策
と
し
て
環
境

負
荷
が
少
な
い
、
風
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
バ
イ

オ
マ
ス
は
、
生
物
由
来
の
有
機
性
資
源
で
あ
り
、

国
内
に
広
く
分
布
し
、
生
命
と
太
陽
が
あ
る
限
り

枯
渇
し
な
い
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
ま

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
も
、
大
気
中
の
二
酸
化

炭
素
を
増
加
さ
せ
な
い
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
導
入
へ
の
背
景

従
来
、
工
場
の
中
で
利
用
さ
れ
て
き
た
木
く
ず

ボ
イ
ラ
ー
が
単
独
の
発
電
所
と
し
て
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
以
下
の
４
つ
の
法
整

備
・
改
正
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
建
設
工
事
に
係
る
資
材

の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
）

平
成
十
四
年
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
中
間
処
理
あ
る
い
は
最
終
処
分
さ

れ
て
い
た
解
体
家
屋
等
か
ら
発
生
す
る
建
設
発
生

木
材
が
、
分
別
解
体
さ
れ
、
再
資
源
化
施
設
へ
流

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
木
く
ず
チ

ッ
プ
の
生
産
量
が
増
え
、
チ
ッ
プ
の
量
の
確
保
が

従
来
よ
り
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

②
新
エ
ネ
法
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
）

新
エ
ネ
法
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
対
し
、

補
助
制
度
、
融
資
制
度
が
導
入
さ
れ
、
初
期
投
資

額
が
低
減
さ
れ
、
資
金
の
手
当
が
容
易
に
な
り
ま

し
た
。

③
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
（
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
の
施
行
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に

よ
る
発
電
電
力
に
対
し
環
境
価
値
（
新
エ
ネ
等
電

気
相
当
量
）
が
付
与
さ
れ
電
力
価
値
が
高
く
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

㈱
タ
ク
マ
　
事
業
推
進
部
　
営
業
企
画
課

バ
イ
オ
パ
ワ
ー
勝
田
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

〜
関
東
地
域
初
、
木
質
チ
ッ
プ
に
よ
る

バ
イ
オ
マ
ス
依
存
率
１
０
０
％
の
大
規
模
発
電
〜
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★
施
設
の
概
要

㈱
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
勝
田
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
は
日
量
一
五
〇
ｔ
の
木
く
ず
チ
ッ
プ
燃
料
を

使
用
し
、
出
力
四

九
〇
〇
ｋ
Ｗ
の
発
電
を
行
い
、

場
内
消
費
電
力
を
除
い
た
四

一
〇
〇
ｋ
Ｗ
の
売

電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
燃
料
と
な
る
木
く
ず
チ
ッ

プ
は
、
周
辺
地
域
か
ら
収
集
し
た
伐
採
・
剪
定
木

く
ず
、
解
体
木
く
ず
、
根
株
等
を
勝
田
環
境
㈱
が

保
有
す
る
再
資
源
化
施
設
（
約
三
七
〇
ｔ
／
日
）

で
破
砕
選
別
し
ま
す
。
燃
料
は
、
木
く
ず
チ
ッ
プ

の
う
ち
畜
舎
の
敷
き
わ
ら
代
用
品
、
パ
ー
テ
ィ
ク

ル
ボ
ー
ド
等
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ

な
い
チ
ッ
プ
を
利
用
し
ま
す
。
勝
田
環
境
㈱
の
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
と
㈱
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
勝
田
の
発
電

所
が
隣
接
し
、
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
最
適

な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
勝
田
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
電
力
は
年
間
八

七
〇
〇
Ｌ
の

原
油
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

発
電
所
は
、
平
成
一
六
年
四
月
に
着
工
し
、
平

成
一
七
年
七
月
に
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

発
電
所
の
燃
料
は
全
量
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ

り
Ｒ
Ｐ
Ｓ
設
備
認
定
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
電
力

は
Ｐ
Ｐ
Ｓ
で
あ
る
丸
紅
㈱
に
販
売
し
、
現
在
順
調

に
稼
動
し
て
い
ま
す
。

★
今
後
の
課
題

平
成
一
四
年
の
冬
に
㈱
バ
イ
オ
パ
ワ
ー
勝
田
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
準
備
・
検
討
開
始

以
来
、
三
年
余
が
過
ぎ
、
事
業
環
境
も
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
既
に
全
国
に
数
万
ｋ
Ｗ
ク

ラ
ス
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
計
画
が
多
く
み

ら
れ
、
今
後
木
く
ず
チ
ッ
プ
の
需
給
が
ひ
っ
迫
し

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
昨
年
来
か
ら

の
原
油
価
格
高
騰
を
受
け
、
製
紙
業
界
な
ど
で
は

化
石
燃
料
か
ら
木
く
ず
、
廃
タ
イ
ヤ
、
Ｒ
Ｐ
Ｆ
な

ど
代
替
燃
料
へ
の
転
換
を
促
進
さ
せ
て
お
り
、
更

に
木
く
ず
の
需
給
は
厳
し
く
な
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
運
搬
コ
ス
ト
負
担
等
の
問

題
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
林
地
残
材
、
間
伐
材

等
森
林
系
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
場
合
に
お
い
て

も
、
木
の
保
有
す
る
熱
量
の
二
十
数
％
を
利
用
す

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
発
電
利
用
後
の
排
熱
で
あ
る

低
圧
蒸
気
、
温
水
に
は
多
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
更
に
環
境
に

や
さ
し
い
事
業
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
農
業
の
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
あ
る
い
は
林
業
の
乾

燥
施
設
な
ど
地
域
に
合
っ
た
熱
利
用
施
設
と
組
み

合
わ
せ
る
等
地
域
と
の
共
生
を
目
指
し
た
施
設
を

今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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